
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、

先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
に
動
物
実
験
用
飼
育

施
設
を
約
１
億
円
で
建
設

し
、
国
の
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
２
分
の
１
と
、

市
債
・
市
の
一
般
財
源
２

分
の
１
で
、
バ
イ
オ
研
究

へ
の
支
援
の
増
加
で
す
。

規
制
す
る
法
律
が
な
い

日
本
に
は
、
動
物
保
護

の
観
点
か
ら
動
物
実
験
を

規
制
す
る
法
律
が
存
在
し

ま
せ
ん
。

唯
一
、「
実
験
動
物
の
飼

養
及
び
保
管
等
に
関
す
る

基
準
」(

昭
和

年)

が
あ

55

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
動
物

の
管
理
に
関
す
る
事
項
の

み
で
、
動
物
の
福
祉
や
愛

護
に
関
す
る
事
項
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｅ
Ｕ
の
「
動
物
実
験
指

令
」
は
、
加
盟
国
に
対
し

て
法
的
拘
束
力
を
持
ち
、

国
に
よ
る
実
験
の
認
定
は
、

実
験
を
行
う
前
に
代
替
法

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
実
験
に
用
い
る
動

物
の
数
は
最
小
限
と
す
る

こ
と
、
動
物
の
受
け
る
苦

痛
を
最
小
限
の
も
の
と
す

る
こ
と
、
野
生
動
物
は
実

験
に
使
用
し
な
い
こ
と
等

と
さ
れ
、
基
準
の
遵
守
に

つ
い
て
権
威
あ
る
監
視
機

関
を
お
く
、
実
験
内
容
と

実
験
担
当
者
の
詳
細
を
、

実
験
開
始
前
に
行
政
機
関

の
長
に
知
ら
せ
る
、
実
験

に
使
用
さ
れ
た
動
物
の
種

類
と
数
、
そ
の
他
に
関
し

て
、
公
的
に
公
開
し
、
記

録
を
保
持
す
る
、
加
盟
国

間
に
お
け
る
重
複
実
験
を

さ
け
る
、
代
替
法
の
研
究

を
促
進
す
る
な
ど
、
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

鶴
岡
市
で
は
実
験
施
設

に
お
け
る
市
へ
の
報
告
や

監
視
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

マ
ウ
ス
と
人
間
は
違
う

「
動
物
実
験
を
す
れ
ば
、

特
効
薬
が
開
発
で
き
る
」

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
殆
ど
が
研
究
者
の
論

文
作
成
の
た
め
に
行
わ
れ
、

ム
ダ
な
動
物
実
験
の
例
は

数
限
り
な
く
あ
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
の
動

物
実
験
の
結
果
が
、
解
剖

学
的
、
生
理
学
的
、
病
理

学
的
に
大
き
な
違
い
が
あ

る
人
間
に
ど
う
適
合
す
る

の
か
、
そ
の
解
明
は
不
十

分
で
す
。

鶴
岡
市
が
自
由
に
動
物

実
験
が
で
き
る
地
域
に
な

る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
ま

せ
ん
。
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庄
内
の
伝
統
凧｢

す
み
凧｣

の
謎
に
迫
る(

三)

鈴
木

隆
（
小
中
島
）

「
す
み
凧
」
は
庄

内
の
凧
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、
そ
の
由

来
や
意
味
合
い
が
ベ

ー
ル
に
包
ま
れ
た
ま

ま
忘
れ
去
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
憂
い
、

う
れ

今
一
度
、
こ
の
凧
の
歴
史

を
紐
解
き
、
謎
を
解
明
し

ひ
も

と

た
上
で
復
活
と
継
承
に
努

め
た
い
と
思
い
、
平
成
３

年
か
ら
庄
内
全
域
で
追
跡

調
査
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

初
め
の
内
は
、
地
図
上

か
ら
抽

出
し
た
１
２
０

ち
ゆ
う
し
ゆ
つ

ヶ
所
の
調
査
集
落
と
約
４

０
０
名
の
聞
き
取
り
を
進

め
て
い
た
が
、
調
査
２
年

後
の
平
成
５
年
度
に
、
こ

の
調
査
研
究
が
文
部
省（
現

・
文
部
科
学
省
）
の
科
学

研
究
費
の
交
付
に
採
択
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
計
画
を

練
り
直
し
て
対
象
集
落
数

及
び
人
数
を
大
幅
に
拡
大

す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
子
ど

も
の
凧
作
り
教
室
で
も
郷

土
に
受
け
継
が
れ
て
き
た

「
す
み
凧
」
の
普
及
に
努

め
る
た
め
に
、
版
木
（
凧

の
絵
柄
を
板
に
彫
っ
た
も

の
）
を
作
っ
て
、
絵
柄
を

簡
単
に
写
し
取
れ
る
よ
う

貸
し
与
え
る
こ
と
と
し
た
。

一
方
、
あ
る
程
度
調
査

が
進
ん
だ
段
階
で
「
す
み

凧
展
」
を
開
催
し
、
情
報

提
供
を
求
め
た
。

さ
て
、
各
集
落
で
の
昭

和

年
以
前
に
出
生
し
た

10
人
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り

調
査
は
、
集
落
内
の
事
情

に
詳
し
い
町
内
会
役
員
や

商
店
な
ど
を
頼
り
に
紹
介

し
て
も
ら
い
、
対
象
者
を

選
定
し
た
。
選
定
者
の
中

に
は
婿
入
り
し
て
集
落
に

む
こ

入
っ
た
人
も
あ
り
、
そ
れ

ら
の
人
は
出
生
し
た
元
の

集
落
に
加
え
た
。

な
お
、
聞
き
取
り
し
た

人
で
も
調
査
票
に
留
め
て

い
な
い
約

名
は
数
に
入

40

れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
て
進
め
た
「
す

み
凧
」
の
調
査
集
落
数
は

３
９
５
集
落
、
聞
き
取
り

し
た
人
数
は
７
７
０
名
に

達
し
た
。

・
遊
佐
町

集
落

名

16

18

・
旧
八
幡
町

集
落

名

12

14

・
旧
酒
田
市

集
落

名

42

69

・
旧
平
田
町

集
落

名

10

15

・
旧
松
山
町

集
落

名

10

14

・
旧
余
目
町

集
落

名

49

93

・
旧
立
川
町

集
落

名

19

40

・
旧
藤
島
町

集
落

名

42

103

・
三
川
町

集
落

名

24

55

・
旧
羽
黒
町

集
落

名

38

79

・
旧
鶴
岡
市

集
落

名

84

178

・
旧
櫛
引
町

集
落

名

19

38

・
旧
朝
日
村
８
集
落

名
14

・
旧
温
海
町

集
落

名

22

40

平
成
３
年
か
ら

始
め
た
こ
の
調
査

が
終
了
し
た
の
は

平
成

年
だ
っ
た

18

の
で
、
実
に

年
15

間
を
費
や
し
た
こ

と
に
な
る
。

山新 Ｈ16/１/15付

Ｙ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
凧
作
り
教
室(

生
放

送)

平
成

年
３
月

日
・
出
羽
庄
内

13

19

国
際
村

鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例
会
で
、
動
物
実
験
用
飼
育
施

設
を
約
１
億
円
で
建
設
す
る
「
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）」
に
、
日
本
共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
、
加

藤
鉱
一
議
員
が
反
対
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

日
、
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
で
開
催

17
さ
れ
３
２
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

平
成
２
年

月
か
ら

年

月
ま
で
藤

12

13

12

島
町
長
に
就
任
。
そ
の
間
、
農
業
集
落
排

水
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
都
市
計
画

街
路
整
備
を
進
め
、
長
沼
小
学
校(

４
年)

、
東
栄

コ
ミ
セ
ン(

６
年)

、
町
民
体
育
館
、
東
田
川
文
化

記
念
館
、
通
所
作
業
所(

８
年)

、
特
養
ホ
ー
ム
ふ

じ
の
花
荘
、
町
営
住
宅
、
藤
の
花
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

(

９
年)

、
ふ
れ
あ
い
と
躍
動
の
広
場
（

年
）、

10

ポ
ッ
ポ
の
湯(

年)

、
ふ
れ
あ
い
食
セ
ン
タ
ー
サ

12

ン
サ
ン
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
じ
の
花
荘(

年)

14

と

年
間
で
多
く
の
実
績
を
残
し
ま
し
た
。

11祝
宴
の
場
で
は
、
合
併
後
の

年
間
、
住
民
サ

12

ー
ビ
ス
の
廃
止
や
縮
小
、
公
園
の
遊
具
や
施
設
の

修
繕
も
で
き
な
い
鶴
岡
市
と
の
比
較
も
話
題
に
。



「
青
山
崇

生
前
葬
・

復
活
祭
」
が

日
、
鶴
岡

15

市
勤
労
者
会
館
を
会
場
に

実
行
委
員
会
（
佐
藤
政
弥

委
員
長
）
の
主
催
で
お
こ

な
わ
れ
、
友
人
や
教
え
子

な
ど
１
１
６
人
が
集
い
ま

し
た
。

「
生
前
葬
」
と
い
う
新

し
い
追
悼
文
化
を
創
造
し

よ
う
と
、
教
え
子
を
中
心

に
２
年
前
か
ら
準
備
し
て

き
ま
し
た
。

「
定
時
制
を
２
軍
に

す
る
な
！
」

青
山
氏
は
１
９
３
２(

昭

和
７)

年
７
月

日
に
東
村

18

山
郡
長
崎
町
に
生
ま

れ
、
満

歳
。

85

東
京
教
育
大
学
文

学
部
卒
業
後
、
１
９

５
７
年
に
県
立
庄
内

農
業
高
校
の
教
師
と

な
り
、

年
に
県
高

61

教
組
の
専
従
を
経
て
、

年
に
復
職
。

年

62

64

に
庄
農
高
定
時
制
に

異
動
を
希
望
し
、「
定

時
制
を
２
軍
に
す
る

な
！
」。年

に
山
添
高
校
に
配

67
転
、

年
に
鶴
岡
北
高
に

86

異
動
し
、

年
３
月
末
で

93

退
職
。

「
私
の
人
生
」
を
確
認

な
ぜ
「
生
前
葬
」
か
。

青
山
氏
は
「
終
活
講
話
」

の
中
で
次
の
５
点
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

①
葬
儀
が
企
業
化
、
高

額
化
し
高
い
葬
式
に
な
っ

た
。②

自
分
は
「
先
祖
代
々
」

の
し
ば
り
が
な
く
自
由
な

葬
送
が
で
き
る
。

③
自
分
で
は
想
定
外
の

長
寿

歳
に
な
り
、
弔
事

85

で
な
く
慶
事
。

④
お
世
話
に
な
っ
た
人

と
話
を
し
「
私
の
人
生
」

を
確
認
す
る
。

⑤
時
代
を
共
に
生
き
た

皆
さ
ん
に
直
接
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
る
。

こ
の
日
、
青
山
崇
著
『
地

域
・
人
々
と
共
に
八
十
五

年
ー
世
の
た
め
人
の
た
め
』

（
３
４
１
頁
・
鶴
岡
書
店

・
１
５
０
０
円
税
込
）
が

出
版
さ
れ
、
本
の
題
字
は

石
川
均
氏
、
月
山
の
ス
ケ

ッ
チ
は
玉
崎
真
二
氏
で
、

共
に
庄
農
高
と
山
添
高
の

教
え
子
で
す
。

私
達
の
願
い
世
界
に

７
月
７
日
は
、
七
夕
様

の
日
・
永
六
輔
さ
ん
の
亡

く
な
っ
た
日
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
盧
溝
橋

ろ
こ
う
き
よ
う

事
件
が
起
き
た
日
と
い
う

よ
り
も
起
こ
し
た
日
で
す
。

こ
こ
か
ら
日
本
は
長
ー
い

戦
争
に
入
っ
た
の
で
す
。

▲
こ
れ
が
世
界
大
戦
と
な

り
、
広
島
・
長
崎
に
原
爆

が
落
と
さ
れ
て
昭
和

年
20

に
終
わ
っ
た
。
反
核
運
動

年
の
今
年
、
国
連
で
核

70兵
器
禁
止
条
約
が
作
ら
れ

参
加
国
１
２
２
ヵ
国
の
賛

成
・
反
対
な
ど
２
ケ
国
で

（
国
連
加
盟
国
の

％
強
）

61

採
択
さ
れ
た
の
で
す
。

▲
こ
の
条
約
は
、
被
爆
者

の
苦
労
を
前
文
で
認
め
、

再
び
犠
牲
者
が
出
な
い
よ

う
、
核
兵
器
を
作
る
こ
と

も
こ
れ
で
脅
す
こ
と
も
禁

止
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

日
本
の
よ
う
に
核
の
「
傘
」

を
利
用
す
る
こ
と
も
良
い

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

▲
毎
年
・
核
兵
器
廃
絶
署

名
に
取
り
組
み
、
広
島
・

長
崎
に
向
け
て
平
和
行
進

を
続
け
、
日
本
で
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
を
開
い
て

き
た
こ
と
が
実
を
結
ん
だ

と
言
え
ま
す
。
こ
れ
を
読

ん
で
い
る
あ
な
た
も
署
名

に
参
加
し
、
平
和
行
進
に

加
わ
り
、
ま
た
は
行
進
に

激
励
の
手
を
振
っ
て
く
れ

た
で
し
ょ
う
。
時
に
は
代

表
を
送
る
カ
ン
パ
も
。

▲
藤
島
に
居
る
あ
な
た
の

平
和
へ
の
願
い
が
、
世
界

を
動
か
し
た
の
で
す
よ
。

素
晴
ら
し
い
こ
と
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。

▲
こ
の
会
議
に
参
加
し
て

な
い
日
本
政
府
は
ナ
ン
ダ

ナ
ダ
ヤ
。
と
な
り
ま
す
ネ
。

会
議
場
の
日
本
代
表
の
机

に
は
折
鶴
が
置
か
れ
、
呼

び
か
け
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
る
と
の
報
道
で
す
。

▲
外
務
大
臣
は
、
核
保
有

国
と
非
保
有
国
に
分
断
を

持
ち
込
む
か
ら
反
対
だ
と

言
い
ま
し
た
が
、
核
兵
器

廃
絶
に
国
民
と
共
に
運
動

し
て
き
た
日
本
共
産
党
の

志
位
委
員
長
一
行
は
、
そ

の
会
議
で
大
歓
迎
さ
れ
て

お
り
ま
す
よ
。（
石
川
）

統
領
が
ア
メ
リ
カ
に
賛
同

し
た
の
で
、
あ
る
学
生
が

大
統
領
を
憲
法
違
反
で
訴

え
た
。
コ
ス
タ
リ
カ
で
は

訴
状
を
書
く
必
要
は
な
く
、

電
話
一
本
で
憲
法
訴
訟
が

で
き
る
。
憲
法
裁
判
所
は

憲
法
違
反
と
し
、
大
統
領

も
判
決
に
従
い
、
発
言
は

な
か
っ
た
こ
と
に
し
、
ア

メ
リ
カ
に
有
志
連
合
か
ら

の
脱
退
を
通
告
し
た
と
い

う
。簡

単
だ
か
ら
憲
法
訴
訟

は
１
年
間
で
約
１
万
２
０

０
０
件
も
あ
る
。
学
校
の

教
育
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
と
小
学
校
２
年
生
も
訴

隊
不
保
持
を
決
め
た
平
和

憲
法
を
１
９
４
９
年
制
定

し
た
。
前
年
の
内
戦
で
当

時
人
口

万
人
の
内
約
２

70

０
０
０
人
死
亡
と
い
う
惨

状
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

で
あ
っ
た
。
軍
隊
が
あ
る

か
ら
戦
争
に
な
る
、
な
け

れ
ば
喧
嘩
に
な
っ
て
も
戦

争
に
は
な
ら
な
い
、
と
反

省
し
軍
隊
廃
止
を
決
め
た
。

と
こ
ろ
が
日
本
と
の
大
違

い
は
、
簡
単
に
憲
法
訴
訟

が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

２
０
０
３
年
イ
ラ
ク
戦

争
の
時
、
コ
ス
タ
リ
カ
大

訟
す
る
。
憲
法
を
生
活
の

中
で
身
に
つ
け
、
権
利
が

侵
さ
れ
た
ら
、
行
動
し
、

実
践
す
る
。
コ
ス
タ
リ
カ

で
は
法
律
が
身
近
に
あ
り
、

み
ん
な
が
法
律
を
使
う
と

い
う
。「
日
本
で
も
憲
法
の

人
権
が
満
た
さ
れ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
そ
う
じ
ゃ

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が

自
分
の
置
か
れ
た
場
で
憲

法
を
考
え
使
っ
て
い
く
べ

き
」
と
語
る
、
今
評
判
の

『
凛
と
し
た
小
国
』
の
著

者
・
伊
藤
千
尋
さ
ん
で
あ

る
。
彼
の
著
作
を
参
考
に

し
ま
し
た
。

コ
ス
タ
リ
カ
は
中
米
に

あ
る
人
口
４
９
０
万
人
ほ

ど
の
小
さ
な
国
。
日
本
と

同
じ
く
、
戦
争
放
棄
と
軍

コ
ス
タ
リ
カ
の
地
図

櫛引７月２３日(日)18:30～

櫛引公民館２階研修室

朝日７月３０日(日)19:00～

朝日中央コミセン｢すまいる｣

藤島８月４日(金)19:00～

藤島地区地域活動ｾﾝﾀｰ大ﾎｰﾙ

羽黒
８月９日(水)予定

温海 未定

皆川後援会事務所

鶴岡市新形町9番13号

℡64-8753 Fax64-8757


